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【背景 】 転 移 性 輝 癌 の 報 告 は稀 で,切除 の意義

及び適 応 は十 分 に検 討 され て い ない.当施設にて

経験 した切除症例 につ いて報 告 す る.

E方 法 】 且993年 か ら 2010年 まで に根治切除を

行 った転 移 性牌 癌 の 9例 を対 象 と し,肺浸潤症例

は除 外 した,

【結 果 】原 発癌 の 内訳 は腎細胞癌 3例,大腸癌 5

例 ,食道 癌 1例 で あ った.転移時期は同時性 1例,

異時性 8例 で,原 発癌 切除から転移性酵癌切除ま

で の 期 間 g)中 尉 菌は36.2ケ月であった.切除術

式は碑頭 十 二指腸切除が4例,酵体尾部切除が4

例,腫癖摘出術が 漫例で,1例で門脈合併切除を

施行し,術後合併症は3例で認めた.術後生存中

央値は腎細胞癌で 100.9ケ札 大腸癌で 57.4ケ

札 食道癌で5.0ケ月であった.腺癌因子と生存

について比較を行ったが有意な予後予測因子は

認めなかった.

【結論】切除後の予後は原発癌の生物学的悪性

度によることが示唆 された.予後予測には症例の

集積が必要と考えられた.
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【目的】RibonucleotideReduぬ seMl(RRMl)

発現の先進は,肺癌でダムシタビン (GEM)治

療抵抗性 と関連することが報菖 されている.令

Vj],高度局所進展を星したStageⅣの肝内胆管癌

2例に対 して術前化学療法 GEM を施行し,その

治療効果とRRM且発現とを検討した.

【方法】当科で根治切除が施行された肝内胆管

癌 34例 中,屈所進展が高度な2例に対 して術前

化学療法 GEM (800mg/m2,2過間隔投与)を施

行 した.癌組織におけるRRMl発現は抗 RRMl

ポリタロ-サル銑体による免疫組織化学で評価

した.

【成績】RRMl発選 :3射列車 19例 (560/a)で

RRMl発現陽性であり,RM 1発現は遠隔転移の

有無 とのみ関連 した (p- 0.004).術前化学療

些 :術前化学療法 GEM を施行した2例の腫壕縮

小率は各々680/0,14%,RECISTによる効果判

定は,各々PR,SDであった.2例とも有害事象

なく,治療前に立案 した術式を遂行できた.術前

化学療法の治療効果とRRMl発現 :PR症例では

RRMl発現陰性であ巧,SD症例では RRMl発現

陽性であった

瞳言論】高度帰所進展を呈した用円祁 F将 癌に対

して術前化学療法 GEM は安全に施行でき,立案

していた術式を遂行可能であった.肝内胆管癌に

おける化学療法 GEM の治療効果は RRMl発現

と関連する可能性が示唆された.
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【背景】5太癌領域では既に地域連携が行われ

ているが,胆道癌領域で地域連携を実施 している

施設は少ない.

日〕的】当院で実施 している胆道癌化学療法の

地域連携について検討する.

【方法】対象は 2005年 1月より2011年4月の

問に抗癌剤治療を施行 した胆道癌50例.胆嚢癌

18例,肝外胆管癌 22例,肝内胆管癌7例,乳頭


